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。
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す
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1 1 、月 学 校 給 食 献 案

肱川町教育委員会

躍献立名 材

金焼きそば 豚肉ビーフソさつまあ

月瀬戸揚げ．ミカ：ノ

5 火豚肉と白菜0)味噌汁

6 水含め煮

7木揚けパシ．汁

8 金卵うどん

月かき劫げ（マカロニ）

火白菜と鶏肉0)ミルク煮

水鉄火煮

14 木炒り豆腐

15 金焼きビーフソ

1 18 月

l I 19火白菜鳴田煮
; i 20 水ゼンザイ・ミカ：•ノ

[ I 21 木野菜O)カレー煮
、l22金，ちゃんぽん

I 
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日一

1
-
4

11 

訟

13 

｀ ~ヽ
料 栄 養 価

げ玉キギ人参いかシイタケ食油 550 695 935 21. 5 26. 9 36. 0 

! I 29.3 36.4 47.1 
29. 3 36. 4 47. 1 

22.1 勾．4 36. 9 

27.0 34.8 46.2 

22. 3 26. 6 35. 3 

22. 5 26. 1 35. 4 

24.5 30.8 40.6 

24. 5 29. 5 38. 9 

21. 5 26. 9 3n. o 
勾． 1,加． 5 37. 3 

勾． 0 34. 8 46. 2 

22.3 お．4 39. 8 

お． 5 31. 6 42. 5 

23.4 お． 9.I渋． 7

お
体
は
大
切
に


